
    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★７月生まれ「誕生会」 おめでとうございます★ 

７日（火）に「７月生まれ誕生会（七夕誕 

生会）が開催されました。 今回お祝いをさ 

れたお友だちは８名……、七夕飾りの前で 

お名前を紹介され、元気にお返事をしたり、 

手をあげて答えたりすることができました。  

先生方も、七夕様のお話を寸劇で紹介し 

てくれたり、みんなでダンスをしたりして楽しい時間 

を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 村山市はやま認定こども園だより  R８.８.６ 

   

 

子どもたちの「やりたい」を大切にしながら、安心安全な活動に努めます！ 

7月６日のプール開きを経て、今、子どもたちはプールでの活動や水遊びに夢中になっています。例年以上に

暑い夏？・・・、と思いきや雨も多く、水遊びの活動も思うように実施できない７月でしたが、活動できたときは、各

活動の場所・場所から歓声や笑い声がたくさん聞こえてきて、夏の到来を感じていたところです。 

子どもにとって水を使っての活動は、「五感（視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚）が刺激され、感性や想像力等も

高まること」、「体のバランス感覚が養われること」、「遊びを通して仲間同士の絆が深まること」、「水の面白さや

怖さを体験的に学べること」、「子ども自身の心肺機能が発達すること」等の効果があると言われています。 も

ちろん発達段階には個人差もあり、水慣れに戸惑うお子さんもおりますが、ぜひ保護者の皆さんには、「自分の

できること、興味のあることに一生懸命に取り組もうとする子どもたち」の様子を、日々の対話の中から感じてい

ただき、大いにほめて・励ましてくださるようお願いいたします。 なお、今年度のプール活動は、８月７日で終了し

ますが、水遊びは今後も継続的に実施していきますので、引き続き健康観察等へのご協力をよろしくお願いいた

します。 

七夕飾りの前で、「笑顔いっぱい」 誕生月の子どもたち！（上） 

  みんなで踊った「七夕バタバタ」もとっても楽しかったね。 

発行責任者 園長 土 屋 常 義 

 

各年次の発達段階に合わせた水遊び「楽しかったね」

遊び」 

わくわく通信 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

８月の予定 
 

２日（土) 戸沢夏まつり 

４日（火） 村山牛を食す会（食育） 

５日（水） 誕生会 

7日（金） 布団持ち帰り 

11日（火） 山の日 

12日（水） 申し込み保育～1４日（金） 

19日（水)  職員会議 

21日（金） かもしかクラブ  

村山徳内祭り～2３日(日) 

25日（火） 食育（野菜の先生来園） 

26日（水） えいごで遊ぼう 

27日（木） 避難訓練 

28日（金） 保護者会三役会・役員会 

          （役員懇親会） 

           布団持ち帰り 

30日（日） 村山市子育て支援フェスタ 

          （ぐんぐん主催） 甑葉プラザ 

いっぱいブルーべり―をとったよ！ （７/１４）  

先日、戸沢白鳥地区にある「大沼ファーム」でぶどう

組の子どもたちが、ブルーベリーの摘み取り体験をさせ

てもらいました。無農薬栽培の 17品種、300株のブル

ーベリー園で、品種による味の違いを感じながら、もぎ取

りを楽しんでいたようです。 このように、地域の方々の

「子どもたちの育ちを応援したい」という温かさにふれな

がら様々な体験ができる「はやま認定こども園の子ども

たち」は、とっても幸せだと感じています。 

「なぜ・なに・ふしぎ」子どもの好奇心は無限大！ ②   

先日、れもん組さんとさくらんぼ組さんでもカエルの成長を

描いた絵本「おばけだじょ」と「実際のおたまじゃくしがカエル

になる様子」を比較した観察活動を行いました。 

「子どもの知的好奇心は無限大」・・・、生き物の成長に興

味・関心を持って主体的に学んだ２歳児さん。 「なぜ・なに・

ふしぎ」、各年次で計画的に取り組んでいきたいと思います。 

 

「なぜ・なに・ふしぎ」 子どもの好奇心は無限大！ ①     
ぶどう組さんは春に門脇覚仁さん（みかん組）のお家からいただいたスイカの苗を植えています。子どもた

ちは毎日一生懸命に水かけをし、花から実になり、少しずつ大きくなるスイカを観察しながら、「なぜ・なに・ふ

しぎ」で思考をめぐらせています。 そんなスイカの観察をしていた子どもたちが、園庭のフェンスの外に伸びた

つるに 2つの実がついていることを発見・・・・・・。 

そして、その摘果したスイカは「中身はどうなっているのかな」「種は 

あるのかな」「美味しいかな」など、それぞれが思考をめぐらせている 

姿がありました。 そして、いざ観察実験のスタート。  

摘果したスイカは微妙に色づいているものの、いつも見ているスイカ 

との違いに少し驚きながらも、臭いをかいだり、持ち上げてながめたり 

しながら、一人一人探究心を持って観察していました。 このような子 

どもたちの「なぜ・なに」は次のまなびにつながり、その活動は個々の 

自信につながります。 子どもたちの好奇心に大きな拍手です。 

真剣なまなざしで「おたまじゃくし」を観察する子どもたちが素晴らしい！ 

未成熟のスイカを割ってみて、感じたことは何かな？ 


